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非同期型のFedMD 分散連合学習
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個人が持つデータを集めることなく機械学習を行う連合学習が注目されています。本展示では、データと
モデルそのものも秘匿できるモデル蒸留に基づく連合学習とその応用について紹介します。
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データは秘匿

個人が持つデータを集めることなく学習したモデルパラメータを集めるこ
とで機械学習を行う方法
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したけどモデルも
秘匿にするには？
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DFMD:データフリーモデル蒸留

組織A

データA

モデルA

クライアントA

組織B

データB

モデルB

クライアントB

サーバ

公開データに
対する

出力の平均

公開データ

公開データ非同期

モデル蒸留

バッファ

サンプリング

FedMD:Federated Learning with Model Distillation

非同期にモデル蒸留を行う
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